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１．教育システム情報化の歴史と現状
1.1 教育システム情報化の歴史と現状
教務事務システム電子化の歴史
教務情報システムの導入
学生証の磁気カード化
証明書発行機の導入
教育研究用コンピューター・システム導入の歴史
図書館情報システム導入の歴史
学術情報ネットワークへの接続
学内ネットワークの普及
 e-Learningシステムの導入と普及状況
1.2 大学における情報処理教育の歴史と現状
1.3 学生のＰＣ所有状況
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２．利用可能な電子書籍端末とデジタル教材
2.1 eBook（電子書籍）端末の登場
 Amazon Kindle WiFi/3G+WiFi/DX
 Apple iPad/iPad2
 Android初期 GALAPAGOS, Galaxy Tab
 SmartPhone
 Sony Reader Pocket/Touch/Daily
 Windows SlatePC，TabletPC
 Android 3.0/3.1 Motorola XOOM, ・・・
 Windows 8
2.2 eBook端末使用奮戦記＝利用の実際
2.3 デジタル教科書・教材
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３．電子書籍端末とデジタル教材で
大学を変える
３．１ e-Learningコースの活用とデジタル教科書教材への対応
 全教員をコースに登録することから開始
 教員の再教育と教員評価システムの見直し
 HTML5, Video/Audio Tagによる映像・音響の教材，動画や音声，シ
ミュレーションの動くデジタル教材はもうすぐ
３．２ eBookによる， eBookがもたらす新しい授業形態の展開
 新しい授業の展開と講義の形態
 eBookの活用方法
 eBook端末のメリットを生かそう
３．３ もし富山大学がデジタル教材で変革できたら
 もし富山大学の授業が「世界一受けたい授業」に変わったら
 もし富山大学の授業がオープン・エデュケーションに対応し，インター
ネットで学部・大学院の単位を取得できたら
 もしダブル・メジャーが一定のオンライン授業で可能になり，４年間で
２学部を卒業する学生が出現したら
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1.1 教務事務システム電子化の歴史
教務情報システムの導入
平成9年（1997年）2月 KRI ACTIS/400
平成13年（2001年）４月 JAST GAKUEN
平成18年（2006年）４月 Campus Square Hearn
System
学生証の磁気カード化
平成10年（1998年） ４月
証明書発行機の導入
平成11年（1999年） ４月 日本重化学工業
平成18年（2006年） ４月 Uchida（内田洋行）
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1.2 教育・研究用コンピューター・システム導入の歴史
 1965（S40）.2 OKITAC 5090-C（50Bit×4000W=24KB）
 1973（S48）.3 FACOM 230-45S （192KB→256KB）
 1984（S59）.11 FACOM Mｰ360AP（20MB→ 32MB）
 1988（S63）.11 IBM 3081-KX4（48MB）
 1993（H05）.10 IBM 4381-T92 （64MB）
 1997（H09）.2 IBM 9121-320（512MB，Vector Proc）, 
RS/6000-SP（8CPU，4.32GFLOPS，2GB），
Server-14，WS-50, PC-576（計641台）
 2001（H13）.2 HPC Alpha 833, RS/6000-H80, PC-593,
AS/400，IBM xSeries 330, Netfinity 4500R, 他
 2006年（H18）.2 IBM eServer p5 595, xSeries 455,他
 2011年（H23）.2 Fijutsu PRIMERGY BX620 S6他
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1.3 図書館情報システム導入の歴史
図書館情報システムの導入と変遷
 1985.4 富士通 ILIS-M（端末はF9450Ⅱ）
 1989.2 IBM DOBIS/E（11ヶ月間で更新，11万件の書誌情報
が残ったので，DOBISで書誌情報検索に使用）
 1990.2 富士通 ILIS-K（専用サーバ設置）
 1994.2 富士通 ILIS-X/WhiteRiver，ILIS-K（受入）
 1998.2 富士通 ILIS-X/WR
 2002.2 富士通 iLiswave
・・・
富山医科薬科大学 NeoCILIUS（NJC）
高岡短期大学 LINUSカスタマイズ版（JIP）
 2006.3 NTTデータ九州 NALIS（2005年版）
 2011.3 NTTデータ九州 NALIS（2010年版）
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1.4 学術情報ネットワークへの接続
• 1985（S60）.1 N-1 Network
• 1985（S60）.3 東大文献情報
センター（NACSIS）11番目
• 1989（H1）.4 BITNET
9600bpsで金沢工業大学
 1991（H3）.8 N-1 ネットワー
ク 9600bpsで金沢大角間
 1992.8 ECS（情報工）が県立
大へUUCPで接続9600bps
• 1993（H5）.4 SINET 64Kbps
• 1994（H6）.3 SINET 1.5Mbps
1999.4 4Mbps SINET
2000.6 5Mbps
2002.2 20Mbps
2003.1 30Mbps
2004.1 50Mbps
2004.6 100Mbps
2006.2 １Gbps
2007.4 １Gbps SINET3
2011.4 2.4Gbps SINET4
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1.5 学内ネットワークの普及
 1985.3 第1期構内光ネットワーク（本部キャンパス）
富士通２８８３光データ・ハイウェイ（TDM)
 1985.11 第2期構内光ネットワーク（工学部キャンパス）
 1989.3  Token Ring LAN（３４３台接続）
 1994.3 FDDI 2系統によるtya-net，1,200か所に情報コンセン
ト， CSMA / CD 型 セグメント数38，Token Ring 型セグメント18
 1995.4 tya-net接続 PC / WS 数約 900 セット
 1995.3 ATM情報ネットワーク・サービス開始
 1995.4 tya-net接続 PC / WS 数約 1,500 セット
 1999.3 tya-net高速化（100 Mbps 化）工事一部完了（人文・
工）
 2001.5 tya-net基幹ギガビット・ネットワーク・サービス開始
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1-6 e-Learningシステムの導入と普及状況
e-Learningシステムの導入と普及状況
HIPLUS on Web Ver.6 2002.10～
NetTutor 2003.4～情報倫理コースに使用
 Blackboard Learning System 2003.4～
WebCT 2006.1～
Moodle 2006.4～
 Blackboard Learning System Ver.7 2007.4～
 Blackboard Learn R9 2010.4～
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1-6-1 2010年度 e-Learningシステムの
学部別コース数
学習管理システム　学部別コース数
集計日：
単位：コース
WebCT Bb Moodle 計
教養教育（五福） 24 55 2 81
一般教育等（杉谷） 17 13 5 35
人文学部 19 11 0 30
人間発達科学部 27 11 2 40
経済学部 32 12 2 46
理学部 27 18 5 50
医学部 7 6 13 26
薬学部 0 0 0 0
工学部 15 11 4 30
芸術文化学部 1 1 0 2
大学院 14 7 3 24
計 183 145 36 364
2011年1月31日
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1-6-2 2010年度 e-Learningシステムの
学部別コース数２（グラフ）
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1-6-3 2010年度 e-Learningシステムの
使用教員数
教員数
集計日
単位：人
WebCT Bb Moodle WebCT&BbWebCT,Bb&MoodleLMS利用者
人文学部 8 7 0 6 0 9
人間発達科学部 7 6 1 2 1 11
経済学部 11 9 2 4 0 18
理学部 7 9 3 4 1 14
医学部 8 6 20 5 1 28
薬学部 2 2 1 2 0 3
工学部 10 16 1 8 0 19
芸術文化学部 1 1 0 1 0 1
各種センター 4 6 2 1 2 9
計 58 62 30 33 5 112
2011年1月31日
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1-6-4 e-Learningシステムの利用推移
2011/10/03 Information Technology Center, University of Toyama 15
1.2 大学における情報処理教育の歴史と現状
１．全学情報処理教育の実施の経緯
２．全学規模の情報処理科目の実施方法
３．情報処理教育19年の変遷
４．情報処理教育の問題点
５．情報処理教育の改善案
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1.2.1 全学情報処理教育の実施の経緯
この全学情報処理教育以前の問題点を解決
 各授業科目毎に教員が受講生を登録し，複数のIDを持ち，
 複数のIDとPWを使い，メールやメッセージを受け取り，
 各教員がそれぞれの方法でデータ処理／操作方法を教え，
 テキストも，操作方法の教え方もバラバラで，授業も大混乱．
教養部の廃止に伴っての教育改革で
 言語表現と選択必修で授業を開始
 平成5(1993)年４月から開始（約85%が情報処理科目を選択）
 学生一人ひとりにユーザID（E999999G）を発行
 1989年４月以降全学生にユーザID発行
 保存ファイルは3.5 inch Diskette→USBメモリー
 作業用保存ファイルの容量を一定量確保（約600KB→2GB）
 標準テキストを作成し，すべての教員が授業で使用
 コア・カリキュラムを決め，教育内容の標準化を推進
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1.2.2 全学規模の情報処理科目の実施方法
標準テキストを情報処理部会で作成，使用
全学出動の情報処理科目担当教員（2年に1回）
PC及びメインフレームのAppl. Prog.使用
Quarter（1/4学期）制で実施，2コマ×7週
前期2回，後期1回，後にセメスター制
情報処理実習用端末室を整備（11教室）
必修コア・カリキュラムを設定し，内容を標準化
電子メール，Web検索エンジン，HTML情報発信
 Office系ソフトウェア（ワード・プロセッサ，表計算ソフ
トウェア，プレゼンテーション・ソフトウェア）
その他は各教員の自由
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1.2.3 情報処理教育19年の変遷（テキスト目次から）
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H05(1993)　第1版（生協から出版）
Ⅰ．情報処理実習科目参考テキスト
１．大型計算機端末及びパソコン端末としての使用法
２．大型機端末及びパソコンの使用法の実習
３．エディタ：MIFESの使い方
４．日本語ワープロ：一太郎の使い方
５．表計算ソフト：Lotus 1-2-3の使い方
６．コマンド・プロシージャ言語：REXX入門
７．統計解析システム：SAS入門
８．英論文清書システム：TeX入門
９．対話式図表作成ユーティリティ：ICUの使い方
Ⅱ．情報処理センター利用の手引き
１．イントロダクションーComputer使用開始に際して
２．仮想計算機システムOS(VM/CMS)
３．システム・プロダクト編集プログラムXEDITOR
４．Fortranプログラミング
５．システム・プロダクト解釈プログラムREXX
６．英論文清書システム：TeX利用の手引き
７．図書館情報システム：DOBIS利用の手引き
８．国際学術ネットワークBITNET利用の手引き
９．グラフィック（GDDM)を使おう
H08(1996)　第4版（生協から出版）
Ⅰ．コンピュータ入門編
１．さあ始めよう！
２．コンピュータとネットワーク入門
Ⅱ．パーソナル・コンピュータ（PC)編
３．一太郎の使い方
４．LOTUS 1-2-3入門
５．MS-WINDOWS
６．NetMailの動作の概要
７．WWW Viewer（Netscape)
Ⅲ．文書作成ツールTeX
８．LaTeX入門
Ⅳ　図書館検索
９．図書館蔵書検索(OPAC)
Ⅴ　プログラム言語
10．BASIC入門
Macintosh編
０．このテキストについて
１．さあ始めよう
２．ファインダの操作と日本語入力
３．電子メールを使う
1.2.3-2 情報処理教育19年の変遷（２）
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H11(1999)　通算第7版　学術図書出版
大学生の情報リテラシー入門
０．このテキストについて
　　マッキントシュ編
１．さあ始めよう
２．ファインダの操作と日本語の入力
３．電子メールを使う
　　ウィンドウズ編
１．さあ始めよう
２．デスクトップ上での操作と日本語の入力
３．電子メールを使う
　　マッキントシュ＆ウィンドウズ共通編
４．WWWを使う
５．ワープロを使う
６．グラッフィックスを使う
７．表計算を使う
８．表計算でグラフを作る
９．表計算の進んだ使い方
10．プレゼンテーションをする
　　オプション編
１．日本語ワープロ「一太郎」を使う
２．表計算ソフト「Lotus 1-2-3」を使う
３．図書館情報端末の使い方
264ページ　\2,200　ISBN4-87361-399-X
H12(2000)　通算8版　学術図書出版
大学生の情報リテラシー入門［第2版］
０．このテキストについて
１．さあ始めよう
２．基本操作とファイル・システム
３．インターネット入門
４．telnetとネットニュースを使ってみよう
５．電子メールを使おう
６．WWWを使う
７．図書検索システムを使う
８．ホームページを作ってみよう
９．ワープロソフトMS-Wordを使う（Word98）
10．表計算ソフトMS-Excelを使う（Excel97）
11．プレゼンテーションソフトPowerPointを使う（PPT97/2000）
12．論文清書システムTeXを使う
13．数式処理システムMathematicaを使う
14．日本語ワープロ一太郎を使う
15．表計算ソフトLotus 1-2-3を使う
222ページ　\2,100　ISBN4-87361-399-X
1.2.3-3 情報処理教育19年の変遷（３）
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H13(2001)　通算第9版　学術図書出版
大学生の情報リテラシー入門［第３版］
０．このテキストについて
１．さあ始めよう！
２．基本操作とファイル・システム
３．インターネット入門
４．telnetを使ってみよう
５．電子メールを使おう
６．WWWとネットニュース
７．図書検索システムを使う
８．ホームページを作ってみよう
９．ワープロソフトMS-Wordを使う（Word2000)
10．表計算ソフトMS-Excelを使う（Excel2000）
11．プレゼンテーションソフトPowerPointを使う（PPT2000）
12．論文清書システムTeXを使う
13．数式処理システムMathematicaを使う
14．日本語ワープロ一太郎を使う（一太郎11）
15．表計算ソフトLotus 1-2-3を使う（Lotus 1-2-3 2000）
248ページ　\2,200　ISBN4-87361-885-1
H16(2004)　通算第12版　学術図書出版
大学生の情報リテラシー入門［第６版］
０．このテキストについて
１．さあ始めよう！
２．基本操作とファイル・システム
３．インターネット入門
４．telnetを使ってみよう
５．電子メールを使おう
６．WWWとネットニュース
７．図書検索システムを使う
８．ホームページを作ってみよう
９．ワープロソフトMS-Wordを使う（Word2003)
10．表計算ソフトMS-Excelを使う(Excel2003)
11．プレゼンテーションソフトPowerPointを使う（PPT2003）
12．論文清書システムTeXを使う
13．数式処理システムMathematicaを使う
14．日本語ワープロ一太郎を使う（一太郎13）
15．データ解析・技術計算言語MATLABを使おう
286ページ　\2,300　ISBN4-87361-953-X
MS Office 2003は2004～2006MS Office 2000は2001～2003
Lotus 1-2-3は1993～2003まで順次更新， Super Office 2000は2001～2003
一太郎はATOKとともに，1993一太郎Ver.3 ～ 現在の2010まで順次更新
1.2.3-4 情報処理教育19年の変遷（４）
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H18(2006)　通算第14版　富山大学出版会 H19(2007)　通算第15版　富山大学出版会
大学生の情報リテラシー［第1版］ 2007年版大学生の情報リテラシー
Office 2007による大学生のICT活用標準テキスト［第1版］
０．このテキストについて ０．このテキストについて
第1部　コンピュータ操作編 第1部　コンピュータ操作編
１．OSとファイル・システム １．OSとファイル・システム
２．テキスト・エディタの使い方 ２．e-Learningシステムの使い方
第2部　インターネット編 ３．テキスト・エディタの使い方
３．電子メールの使い方 第2部　インターネット編
４．電子掲示板BBSと電子日記帳blogの活用法 ４．電子メールの使い方
５．WWW，Web Browserと検索エンジンの使い方 ５．WWW，Web Browserと検索エンジンの使い方
６．Webページの作成更新技法 ６．Webページの作成更新技法
第3部　アプリケーション編 ７．図書館情報システムと学務情報システムの使い方
７．ワード・プロセッサWordの活用法（Word2003) ８．WWW，Web Browserと検索エンジンの使い方
８．表計算ソフトウェアの活用法(Excel2003) 第3部　アプリケーション編
９．プレゼンテーションの技法(PPT2003) ９．表計算ソフトウェアの活用法(Excel2007)
10．情報を理解しやすくする図解の技法 10．プレゼンテーション技法とPowerPointの活用法(PPT2007)
11．マルチメディア活用技術 11．ワード・プロセッサWordの活用法（Word2007)
12．e-Learningシステムの使い方 12．ワード・プロセッサ一太郎2006の活用法
13．データベース・システムの活用法 13．タイプセッティング・システムLaTeXによる論文の作成
14．情報倫理の遵守とマナー，インターネット上の脅威と対策 14．データベース・システムAccessの活用法
第4部　ソフトウェア・ツール編 第4部　情報倫理編
15．タイプセッティング・システムLaTeXによる論文の作成 15．情報倫理の遵守とマナー，インターネット上の脅威と対策
16．2次元グラフ描画ツールSma4の使い方
17．インターネット関連ツールの使い方
18．タッチ・タイピング練習ツールMikatypeの使い方
319ページ　\2,500　ISBN978-4-340-53002-6 362ページ　\2,700　ISBN978-4-340-53005-2
MS Office 2007は2007～2009
1.2.3-5 情報処理教育19年の変遷（５）
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H21（2009）　通算第17版　富山大学出版会
2009年版大学生の情報リテラシー
Office 2007による大学生のICT活用標準テキスト［第3版］
0．このテキストについて
第1部　コンピューター操作編
1．PCシステムの基本操作
2．e-Learningシステムの使い方
3．テキスト・エディタの使い方
第２部　インターネット編
4．電子メールの使い方
5．WWW, WEB BROWSERと検索エンジンの使い方
6．WEBページの作成・更新技法
7．図書館情報システムと学務情報システムの使い方
8．ソーシャル・ウェブ・サービス:SNS, BLOG,他の活用法
第３部　アプリケーション編
9．プレゼンテーション技法とPOWERPOINTの活用法
10．表計算ソフトウェアEXCELの活用法
11．ワード・プロセッサWORDの活用法
12．データベース・システムACCESSの活用法
13．タイプセッティング・システムLATEXによる論文の作成
第４部　情報倫理編
14．情報倫理の遵守とマナー，インターネット上の脅威と対策
第５部　データ処理・データ解析編
15．２次元グラフ描画ツールSMA4の活用法
16．データ解析・技術計算言語MATLABの活用法
17．数式処理システムMATHEMATICAの活用法
417ページ　\3,000　ISBN978-4-340-53012-0
H23（2011）通算第19版　富山大学出版会
2011年版大学生の情報リテラシー
大学生のICT活用標準テキスト［第5版］
0．このテキストについて
第１部　コンピューター操作編
1．OSとファイル・システム
2．e-Learningシステムの使い方
3．テキスト・エディタの使い方
第２部　インターネット編
4．電子メールの使い方
5．WebブラウザとSearch Engineの使い方
6．HTMLとスタイルシートによるWebページ作成の基礎
7．図書館情報システムの活用法
8．Social Web Servicesの利用法
第３部　アプリケーション編
9．ワード・プロセッサー MS Word 2010の活用法
10．表計算ソフトウェアMS Excel 2010の活用法
11．プレゼンテーション技法とMS PowerPoint 2010の活用法
12．OpenOffice．org Writer, Calc, Impress などの活用法
13．データベース・システムAccessの活用法
14．タイプセッティング・システムLaTeXによる論文の作成
第４部　情報倫理編
15．情報倫理の遵守とマナー，インターネット上の脅威と対策
第５部　データ処理・データ解析編
16．数式処理システムMathematicaの活用法
17．データ解析用アプリケーション・ソフトウェアの活用法
　　　JMP, SPSS, MATLAB
参照文献
索引
456ページ　\3,000　ISBN978-4-340-53017-5
1.2.3-3 情報処理教育19年の変遷（６）
最近の情報処理科目テキスト
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1.2.4 情報処理教育の問題点
高等学校普通教科「情報」の目標を達成されずに，大学に
入学して来ることが多い．商業科など職業科出身者はOK
大学での情報処理教育で，情報リテラシー教育の目標達
成と情報倫理が確立が，なされていないこと
コンピューターとネットワークを使って問題を解決する能力
が身についていないこと．即ち，情報活用・情報処理・情
報通信の技術（skill）が充分習得されていないこと
情報の正誤を，正しく判断する能力が足りないこと
多くの情報の中から，必要かつ正確な情報を収集，獲得
する能力が身についていないこと
多くの人に正確かつ，有効な情報を発信，伝達する能力．
即ちコミュニケーション能力が身についていないこと
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1.2.5 情報処理教育の改善案
情報処理科目の目的
 富山大学において充実した学生生活を送るために，本学
の情報通信環境を知り，必要最低限のICT（Information & 
Communication Technology），即ち，情報の活用，処理及
び通信の基礎技術を習得すること
 それを使うために守らなければならないルールやマナー
を身につけること
 情報に関する教養とコミュニケーション能力を身につける
目標
 各自の専門分野において有用な道具として使いこなす実
践的技術を，「Practice makes perfect!（習うより慣れ
ろ！）」方式で身に付けること
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1.2.5-2 情報処理教育の改善案（２）
 次の実用的技術Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，技法Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅと技能Ｓｋｉｌｌの習得と情報倫理
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｅｔｈｉｃｓを身に付けること
１）レポートや論文を書くための文書作成・編集技術
２）実験データの分析やグラフ化のための表計算及びグラフ作成技術
３）電子メールやSNS，Twitterなどを使用するコミュニケーション技術と技能
４）Webブラウザや検索エンジンによる情報検索・収集などをする
インターネット活用技術
５）自分の考えを上手に人に伝える図解表現，プレゼンテーション技術と技能
６）電子書籍やディジタル教科書・教材など，デジタル情報を統合的に扱う
マルチメディア活用技術
７）e‐Learningシステムや電子教材を使用する学習管理システムＬＭＳや
教育システム利用技術
８）ホームページを作成・更新し，動画像を編集し，情報を提供・発信する
技法と技術
９）データを蓄積・管理し，提供するデータベース作成・活用技術
10）科学技術計算プログラミング言語やアプリケーション・システムによるデータ処理，
データを分析し，その分析結果を解読する技術
11）ネットワーク利用に関するルールやマナー，著作権法などを遵守し，
情報倫理観を身に付け，あらゆる脅威から安全を確保する技術
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1.2.5-3 情報処理教育の改善案（３）
具体的な改善案
 情報関連スキルは，継続して使用しないと忘れ
てしまう
 専門科目でも，必ず情報関連スキルを使うよう課題
に求める
 全学必修化とＰＣ／eBookの必携化／無線LAN
環境の整備，利用相談体制の確保
 何時でもPC/eBookが使える環境，相談できる環境
 教育内容のレベルアップと標準化
 教員のFD研修に情報関連スキル向上を盛り込む
 e-Learningを初めとするデジタル教材の充実
 自学自習でスキルを身につける教材の提供
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1.3 ＰＣの所有状況 2009年
2011/10/03 Information Technology Center, University of Toyama 29
1.3-2 ＰＣの所有状況（２） 2010年
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1.3-3 ＰＣの使用経験調査（１） Ｏｆｆｉｃｅ Appl.
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1.3-4 ＰＣの使用経験調査（２） Ｏｆｆｉｃｅ Appl.
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1.3-5 ＰＣの必携化に向けて（５）
金沢大学では２００６年度からＰＣの必携化で
成果を上げている
富山県立大学でも２００６年度からＰＣの必携化
で成果を上げている
富山大学では教養教育院の意識改革が不可欠
で，Top-Down方式で実現するより方法が無い
全体の情報化を推進するリーダーの怠慢と指導
力の欠如
理事などの指導層への働きかけも無駄だった
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２．利用可能な電子書籍端末とデジタル教材
2.1 eBook（電子書籍）端末の登場
 Amazon Kindle WiFi/3G+WiFi/DX
 Apple iPad/iPad2
 Android初期 GALAPAGOS, Galaxy Tab
 SmartPhone
 Sony Reader Pocket/Touch/Daily
 Windows SlatePC，TabletPC
 Android 3.0/3.1 Motorola XOOM, ・・・
 Windows 8
2.2 eBook端末使用奮戦記＝利用の実際
2.3 デジタル教科書・教材
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2.1 eBook（電子書籍）端末の登場
2010-2011のeBook（電子書籍）端末
 Amazon Kindle WiFi/3G+WiFi/DX
 Apple iPad/iPad2
 Android初期 GALAPAGOS, Galaxy Tab
 SmartPhone
 Sony Reader Pocket/Touch/Daily
 Windows SlatePC，TabletPC
 Android 3.0/3.1 Motorola XOOM, ・・・
Optimus Pad, ASUS EeePad，Toshiba AT300
 Windows 8・・・これから
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2.1-2 2010年に国内で発売されたeBook
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Apple iPadの「i文庫HD」と岩波文庫「草枕」
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Apple iPad／Sharp GALAPAGOS「もしドラ」
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Docomo GALAXY Tab／Sony Reader Touch
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2.1-3 2011年に国内で発売された主なeBook
Apple iPad2（4.28）
Android 3.0/3.1
Docomo LG Optimus Pad（3.31）
MOTOROLA XOOM Wi-Fi TBi11M（4.8）
ASUS Eee Pad Transformer TF101（6.25）
Acer ICONIA Tab A500（7.1）
 Toshiba REGZA Tablet AT300/24C（7.22）
SmartPhone
Windows Slate型TabletPC
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Apple iPad2（2011.4.28）
2011/10/03 Information Technology Center, University of Toyama 41
Apple iPad2（２）
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Apple iPad2(3)
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Docomo LG Optimus Pad（2011.3.31）
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Acer ICONIA Tab A500（2011.7.1）
http://www.welovetab.jp/a500/index.html#/gallery
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Acer ICONIA Tab A500（2011.7.1）（２）
http://www.welovetab.jp/a500/spec/index.html
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2.2 eBook端末使用奮戦記＝利用の実際
ASUS Eee Pad Transformer TF101
Toshiba REGZA Tablet AT300/24C
Apple iPad
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（2011.6.25）
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（２）
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（３）
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（４）
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（５）
You Tubeから
Mac World 2007(2007.1.27）
Apple CEO Steve Jobs
iPhone 発表
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（６） i文庫HD
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（７） Office Appl.
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（８） Text Editor
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ASUS Eee Pad Transformer TF101（９） Maps
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Toshiba REGZA Tablet AT300/24C（2011.7.22）
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Toshiba REGZA Tablet AT300/24C（２）
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Toshiba REGZA Tablet AT300/24C（３） Mobile Office
Mobile Office WRITE with Bruetooth H/W Keyboard
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Toshiba REGZA Tablet AT300/24C（４） Mobile Office WRITE
Mobile Office WRITE with Software Keyboard
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Toshiba REGZA Tablet AT300/24C（５） Mobile Office
Mobile Office CALC
Mobile Office SHOW for Slides
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Toshiba REGZA Tablet AT300/24C（６）eBook
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Apple iPad（１） 「i文庫HD」のViewerを購入
青空文庫の提供する古典がすべて無料で読めます
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Apple iPad（２） ダイアモンド社の「もしドラ」
『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの「マネジメ
ント」を読んだら』（¥800）を購入
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Apple iPad（３） Kindle Edition
Amazon.comの「Read first chapter FREE」で第１章を読んでから購入
Carmine Gallo 著「The Presentation Secrets of Steve Jobs」 $14.93→$11.99
2.3 デジタル教科書・教材
iTunes U
MIT, Yale大学， Stanford大学，・・・
東京大学， 関西大学，・・・
TED（Technology, Entertainment, Design）Conference
OCW（Open CourseWare）
 OCWの始まり
MIT，JOCW，東京工業大学，東京大学，・・・
理科ネットワーク
NHKデジタル教材
デジタル教科書「フューチャースクール推進事業」他
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2.3-1 iTunes U（アイ・チューンズ・ユー）
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iTunes U 東京大学マイケル・サンデル「ハーバード白熱教室 in Japan」
前半２ 「イチローの年俸は高すぎる？」
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iTunes U 関西大学 「高松塚古墳」 Windows版
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2.3-2 TED（Technology, Entertainment, Design）
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TED
日本語
サイト
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TED カミール・シーマン「心に焼きつく氷山の写真」，他
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2.3-3 OCW（Open CourseWare）
2001年MITがOCWを発表．2002年スタート
それまでは1983年からProject ATHENAシステム
社会貢献として，MITのすべての講義の教材
をウェブ上に無料で公開してしまったらどうか
Online教育はBusinessとして儲からないとの結論
当時の副学長ボブ・ブラウンと学長のチャール
ズ・ベストが，この衝撃的なアイデアに夢中となり，
全力疾走し，非営利で教材をオープンにした
日本版OCWはJOCW
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MIT OCW 有名な古典力学 Walter Lewin教授の教材
物理学概論「物理は正しい！僕は，まだ生きているぞ！」のビデオ教材
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JOCW（Japan OpenCourseWare Consortium）
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JOCW H22年 最後の情報教育研究集会から
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2.3-4 デジタル教材（１） 理科ネットワーク
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デジタル教材（２） 理科ネットワーク
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デジタル教材（３） NHKデジタル教材
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2.3-5 デジタル教科書（１） 「フューチャースクール推進事業」
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デジタル教科書（２）「フューチャースクール推進事業」
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デジタル教科書（３）デジタル教科書発行状況
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http://www.kknews.co.jp/maruti/news/2011/img/0606_5gb.gif
デジタル教科書（４） 反対・牽制の意見
 「デジタル教育は日本を滅ぼす」
田原総一朗，ポプラ社，ISBN978-4-591-12068-2
 正解と間違いを教えることが学校教育ではない!
 「頭脳（あたま）の散歩ｰデジタル教科書はいらないｰ」
田中真紀子，外山滋比古，ポプラ社，ISBN978-4-591-12089-7
 授業は一種のコミュニケーション．
 電子機器は想像力や思考力を巡らすことに貢献しないのでは
 本を読むことが如何に大切か
 「デジタル教科書」推進に際してのチェックリストの提案と要望
 情報処理学会，日本化学会，日本化学会化学教育協議会，
日本数学会，日本地球惑星科学連合，日本統計学会，
日本動物学会，日本物理教育学会
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デジタル教科書（５）警告（これ，提案と要望？）
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何故学会は模範的な「デジタル教科書」を作って，提案しないのか？？？
３．電子書籍端末とデジタル教材で大学を変え
る
３．１ e-Learningコースの活用とデジタル教科書教材への対応
 全教員をコースに登録することから開始
 教員の情報関連技術研修と教員評価システムの見直し
 デジタル教科書教材の作成支援
３．２ eBookによる， eBookがもたらす新しい授業形態の展開
 新しい授業の展開と講義の形態
 eBookの活用方法
 eBook端末のメリットを生かそう
３．３ もし富山大学がデジタル教材で変革できたら
 もし富山大学の授業が「世界一受けたい授業」に変わったら
 もし富山大学の授業がオープン・エデュケーションに対応し，インター
ネットで学部・大学院の単位を取得できたら
 もしダブル・メジャーが一定のオンライン授業で可能になり，４年間で
２学部を卒業する学生が出現したら
2011/10/03 Information Technology Center, University of Toyama 85
３．１ e-Learningコースの活用と
デジタル教科書教材への対応
１）全教員をe-Learningコースに登録することから開始
し， e-Learningコースへの教材登録を支援
２）教員の情報技術習得再教育と教員評価システムの
見直し
３）デジタル教科書教材の作成支援
 HTML5を使用し, Video/Audio Tagによる映像・音響の組み
込み，動画，音声，アニメ，シミュレーション映像，CG映像
など，動く，話すデジタル教材開発を支援
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3.1-1 全教員をe-Learningコースに登録し，
各コースへの教材登録を支援
すべての授業シラバスを登録
すべての教員のIDとPWを登録
すべての学生のIDとPWを登録
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AIMS-Gifu（岐阜大学）を参考に
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3.1-2 教員の情報関連技術研修と
教員評価システムの見直し
研修
• FD研修で情報関連技術習得の再教育を実施（必修）
• e-Learningシステムの使用方法を習得させる（必修）
義務
• e-Learningシステムの使用を全教員に義務づける
• 教員にe-Learningシステムを使用支援するTAを配備
評価
• 教員評価システムを見直す
• デジタル教科書・教材の開発者の評価を見直す
• e-Learningシステムを活用している教員をプラス評価
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3.1-3 デジタル教科書教材の作成支援
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現行ITCをCTLTへ改組し，教員のデジタル教科書教材開発を支援
• CTLT（Center for Teaching, Learning and Technology）への改組
• Instructional Designer, Video Editor, eBook Editor
• System Designer，Simulation Programmer，CG Creator，などスタッフの配置
デジタル教科書，映像教材を配信するサーバーの設置と課金管
理システムの整備
• 有償のデジタル教科書・教材も配信
• 課金管理システムが不可欠
e-Campus Toyama をUniversity Identityとして教育システムを変革
３．２ eBookによる， eBookがもたらす
新しい授業形態の展開
１）新しい授業の展開と講義の形態
２）eBookの活用方法
３）eBook端末のメリットを生かそう
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3.2-1 新しい授業の展開と講義の形態
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教科書のディジタル化が急増し，eBookターミナルで利用できる「話し，動く」音響・映
像教材の溢れる
• 改訂や訂正の反映が迅速に実行できるデジタル教科書がｅBookターミナル用に急増する
• 音響・映像やシミュレーション（模擬実験）などの「話す，動く」教科書が出版される
• eBookターミナルの性能・機能が向上し，かつ廉価に入手できるようになり，学生に不可欠な道具となる
授業（講義）中にクリッカー機能やコミュニケーション端末として，eBookが利用される
• 学生の反応をクリッカーでチェックし，即フィードバックするような，双方向型授業が増える
• グループで討論し「考えや意見を発信する」ツールとしてeBookターミナルを使用した授業が増加する
• グループで討論し，議論し既に電子化されている科学雑誌の閲覧から市販の月刊誌，週刊誌などの閲覧が
進む
講義のポッドキャスト（Podcast）化が進み，OpenCourseWare（OCW）教材が益々増大
する
• 「知のオープン化」が進み，憧れの名門大学の講義が無料で，益々受講可能となる
• 有名な教授／人気教授の名講義がYouTubeやiTunes U，USTREAMで，簡単に受講し，体感できるようになる
• e-Learningが一般市民に急速に普及し，大学に行かなくても公開講座などを安価な授業料で受講できるよう
になる
新しい授業の展開と講義の形態（２）
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Push方式の構内連絡板が学生ポータル・サイトに掲示される
• 学生ポータルにログ・インすれば，大学からの連絡を受け取ることができる
• 自分の週間スケジュールやメール，行事，サークルからの連絡など，すべての情報の交換が，eBookターミ
ナルで可能となる
• 構内の無線LAN網と電源供給サービス環境が整備され，eBookターミナルを活用できないと，学生生活が
送れなくなる
英語が第２母国語化し，英語教材が豊富に提供される
• e-Book，Blog，Twitter，Tumblr（タンブラー）など，英語教材には事欠かない
• 大学のグローバル化が進み，東京大学など一部の大学では英語で授業が開始され，益々広まる
• 有名な教授／人気教授の名講義がYouTubeやiTunes U，USTREAMで，簡単に受講し，体感できるようにな
る
授業のe-Learning化が一層進み，eBookターミナルの必携化が学生生活に大変革を
もたらす
• 大学図書館も電子書籍のサービスを行うようになり，急速にデジタル・ライブラリ化の整備が進む
• 書店に行かなくても，ベスト・セラーや古典／古文書などが，絶版になることなく入手できる
• 既に電子化されている科学雑誌の閲覧から市販の月刊誌，週刊誌などの閲覧が進む
3.2-2 eBookの活用方法
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Web
ブラウザ
電子書籍
端末
ノート
メモ帳
電子メー
ル端末
簡易Office
Appl.
カメラ・ビ
デオ撮影
携帯音楽
映像端末 SWS端末
GPS
マップ
3.2-2-2 eBook（Tablet PC）へのH/W要件
重さ 軽量 1.2Kg～500g
プロセッサ 3D処理に対応 デュアルコア以上
画面サイズ表示 7～10.1inch カラー表示≧ 16ビット
画面操作 タッチスクリーン マルチタッチ
画面解像度 1366×768≧1280×720 16:9
メモリ ≧ 1GB ROM for System
ストレージ SDD≧ 32GB 外部：SDHC等増設可
無線LAN等 IEEE802.3 b/g/n Bluetooth
バッテリー駆動 ≧ 9時間 予備バッテリー有
その他 GPS, Camera×2 Speaker, HDMI, USB, ・・・
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3.2-2-3 Tablet PCに必要なツール
日本語入力用IME
キーボード（Software / Hardware Keyboard）
Text Editor（テキスト・エディター）
Web Browser（ウェブ・ブラウザー）
Mailer（メーラー）
PDF 用Adobe Reader
SWS（Social Web Services）へのアクセス可
Office Software（MS/Open Officeと互換性あり）
eBook Reader，GPS-Map，Camera-Appl.，・・・
Anｄroid 3.X
iOS 4/5
Windows 7/8
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3.2-2-4 無線LAN環境の整備
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IEEE802.3 b/gは
五福で77か所
IEEE802.3 nの要整備
3.2-3 eBook端末のメリットを生かそう
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• 価格• 機能
• 携帯性• 操作性
Note PC
並に
EL
Dsiplay
で軽くなる
３万円以
下で普及
するか
Windows 
Note PCに
近づく
3.2-4 eBook（電子書籍）端末の普及へのRoadmap-1
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2012年からの情報処理科目の全学必修化に
合わせて，デジタル教科書教材を採用する
＝先ず情報処理科目から開始
学生はeBook/NotePCなどに，eBook Reader
（Viewer）を導入して，使用しなければならない
環境を構築＝eBookの必携化
11か所に整備されている端末室PCにはeBook 
Reader（Viewer）を導入しない．
紙媒体の教科書は販売しない＝退路を断つ
3.2-5 eBook（電子書籍）端末の普及へのRoadmap-2
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CTLT
• CTLTをCenter Oriented Centerへの改組
• eBook Publishing Support Centerへの変革
研修
• FD研修を徹底し，e-Learning Systemを使いこなせるように
する
• eBook作成支援とシステムの整備，スタッフの確保
評価
• 教員の教育評価で，デジタル化の評価基準を見直す
• デジタル教科書教材の作成者を顕彰し，評価する
３.３ もし富山大学がデジタル教材で
変革できたら
１） もし富山大学の授業が「世界一受けたい
授業」に変わったら
２） もし富山大学の授業がオープン・エデュ
ケーションに対応し，インターネットで学部・大
学院の単位を取得できたら
３） もしダブル・メジャーが一定のオンライン授
業で可能になり，４年間で２学部を卒業する学
生が出現したら
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3.3-1 もし富山大学の授業が
「世界一受けたい授業」に変わったら
わくわくするような授業に学生が殺到し，授業をサボ
る学生がいなくなり，質問が飛び交うようになる
 Walter Lewin MIT教授のClassical Mechanics
先生も学生も，参加型授業が面白くなり，演習問題を
解くのが楽しくなり，次の授業に備えて予習をして，質
問を考えてくるようになる
 Harvard Univ.マイケル・サンデルの授業
世界一受けたくなるような授業が口コミで伝わり，授業
に不熱心な先生の授業を学生が受講しなくなり，授業
の淘汰が始まる
 TVの世界一受けたい授業
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3.3-2 もし富山大学の授業がオープン・エデュ
ケーションに対応し，インターネットで学部・大学
院の単位を取得できたら
国内の多くの人々が富山大学の授業に接すること
ができ，評価が高まる
卒業生が別の学部に再入学し，あるいは大学院に
入学し，時間外にインターネットで授業を受講し，学
部・大学院の単位を取得する
先生方は質の高い，飽きさせない授業を用意し，豊
富な演習問題を作成して，多くのTAを採用し，演習・
課題の評価，採点を効率的に行うようになる
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3.3-3 もしダブル・メジャーが一定のオンライン
授業で可能になり，４年間で２学部を卒業する
学生が出現したら
４年間の修学期間で，２学部の学士号が取得できる
ので，オンライン授業での学生の勉学意欲が増長
する
新CTLTからの支援で，授業のオンライン化が普及し，
授業内容の改善が進み，学生の受講者がますます
多くなる
授業実施にあたり，演習や課題の評価を支援する
TAの作業が標準化され，手当が充実し，一定時間
内に必ず評価が返される
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電子書籍端末とデジタル教材で大学を変える
University should be Changed with
eBook Terminals and Digital Materials
ご清聴ありがとうございました!
Thank you for your attention!
２０１１．１０．０３（MON）
富山大学総合情報基盤センター
学術情報サービス研究開発部門
Academic Database Division, 
Information Technology Center, University of Toｙama
高井正三（Shoso Takai）
